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ELISA 1:5000-1:20000,FC 1:200-1:400

27.7kDa

CD230

PRNP; CJD; GSS; PrP; ASCR; KURU; PRIP; PrPc; AltPrP; p27-30; PrP27-30; PrP33-35C
5621.0
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0.D. ELISA Result B8 oY hO—ILHE (100 ng) ; K48 R (10ng) ; &4&: MR (50ng) ; 77
16 & R (100 ng)
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Serial Dilutions of Antibody

Control Antigan =10{ns Antigen=10ng

—— Antigan=30ng Antigen=100ns
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、膜グリコシルホスファチジルイノシトールアンカー型糖タンパク質であり、棒状構造に凝集する傾向があります。コードされるタンパク質は、5つのタンデムオクタペプチドリピートからなる非常に不安定な領域を含んでいます。この遺伝子は20番染色体上に存在し、この遺伝子によってコードされるタンパク質と生化学的および構造的に類似したタンパク質をコードする遺伝子の約20kbp上流に位置しています。このリピート領域およびこの遺伝子の他の部位の変異は、クロイツフェルト・ヤコブ病、致死性家族性不眠症、ゲルストマン・ストロイスラー病、ハンチントン病様1型、およびクールー症候群と関連付けられています。この遺伝子には、より小型で構造的に無関係なタンパク質AltPrpをコードする重複オープンリーディングフレームが見つかっています。選択的スプライシングにより、複数の転写産物バリアントが生じます。[RefSeq提供、2014年11月]
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	-
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	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	CD230 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した HL-60 細胞のフローサイトメトリー分析。

